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この度は、フリー・ザ・チルドレンが提供する「WE 教育プログラム」にご登録、ご活用くださり、ありがとうございます。 

子どもや若者が社会問題に取組むための一歩をふみだせるよう彼らの力を引き出し、エンパワーするというミッション

を皆さまとともに共有できることを、大変嬉しく思います。 

「WE 教育プログラム」は、カナダで開発されたºWE Schoolsºに基づき、これまでの日本での活動経験や他国で

の実践事例を加味して、グローバル・シティズンシップ、子どもの社会参画、アクティブ・ラーニングといった要素を取り

入れた日本向けの新しい教育プログラムです。 「WE 教育プログラム」の基となっているºWE Schoolsºはサービス・

ラーニング及びSEL( Social Emotional Learnin g の略。社会性を育み感情のコントロールを学ぶ教育手法)を土

台に開発されたもので、現在カナダ、アメリカ、イギリスなどの学校18,000 校以上に導入され、教育現場で取り組ま

れています。 ※サービス・ラーニングについてはWE 教育プログラム・ガイドブックをご覧ください。 

WE 教育プログラムの体験型サービスラーニング・プログラムを通して、子どもや若者は、他者や自身の声に耳を傾

けながら、地域および世界の問題に取り組む力を育んでいくようデザインされています。子どもや若者の力を引き出し

ながら彼らに寄り添う先生がたをはじめ指導者のみなさまとともに、持続可能なより良い世界の実現へと歩んでいけ

ることを楽しみにしています。 

重ねて、WE 教育プログラムへのご参加くださる指導者のみなさまのお働きに心より敬意を表します。 また、本教材

開発にご支援くださった「大東建託グループみらい基金」様に心からの感謝を申し上げます。 

Together, WE can change the Wor ld！ 

           NPO 法人フリー・ザ・チルドレン・ジャパン  

WE 教育プログラム チーム一同 
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WE 教育プログラム STEP- 1 

社会問題を学ぶためのヒント・資料集 

国際問題：児童労働 
 

 

ϖ  

「社会問題を学ぶためのヒント・資料集」は、WE 教育プログラム「WE Schools 」に登録された学校や青少年グルー

プの指導者的立場の方々が、サービスラーニングを実践する際の、ステップ1「取り組みたい問題を決めて、調べよ

う」をすすめるのにご活用いただける資料です。 

 

児童・生徒など学習者が、地域社会（ローカル）や地球規模(グローバル）の課題について知り、それらの課題と自分

たちの生活がどう結びついているのかについて理解を深め、自分たちに何ができるのかを考えるよう促すためのヒン

トが詰まっていますので、どうぞご活用ください。 

 

 

ố ᶳ ḊṔ ố  

 

 

児童労働とフリー・ザ・チルドレン 

 

児童労働は、フリー・ザ・チルドレンが創設されたきっかけになった国際問題で、 

団体としてこの問題に2５年以上取組んでいます。 

団体活動初期 1995 年当時、児童労働は世界に6 人にひとりの子どもに相当する 

2 億 4600 万人いるとILO （国際労働機関）から発表されていました。 

 

しかし、最新の報告によると、児童労働従事者数は、1 億 5,200 万人（10 人にひとりの子ども）だと 

言われています。緩やかなペースではありますが、様々なセクターの取り組みや一人ひとりが児童労働廃絶に 

向けて動いたことで、児童労働者数は減少傾向にあります。 

 

しかし、いまだに10 人にひとりの子どもが児童労働に従事しているという現実があり、 

これを見過ごすわけにはいきません。特に、2020 年に新型コロナウイルスが世界規模で感染拡大し 

多くの貧困家庭で親の収入が減少したことで、 

残念ながら、児童労働者数は増加傾向にあるのと考えられます。 

 

この「児童労働」の問題を学ぶ教材を通じて、学習者が児童労働の現状をまずは理解し、 

児童労働がどう私たちの生活と結びついているのかを知り、 

どうやったら学習者である子どもや若者が児童労働を終わらせることができるのかを考え、 

なんらかのアクションをおこせるようになることを期待しています。 
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ố Ϲ ᶳ  ʼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 学習者が児童労働者の状況や、児童労働が与える子どもへの影響について理

解を深める。 

② 学習者が児童労働と自分たちの生活との関係性を見つめ学ぶ。 

③ 学習者が児童労働から子どもが抜け出すためには、自分には何ができるかを考

え、そのための行動を起こせるよう素地を養う。 

 

ワークショップ学習形式（アクティブラーニング） 

 

 

ねらい 

授業方法 

アクティビティ概要 

対象学習者 小学校 4 年生以上 

 

対象学小学校高学年～おとな 

習者 

所要時間 ４５分～ 

 

対象学小学校高学年～おとな 

習者 

準備するもの 

 

① 児童労働を考える資料の印刷 （P7 ワークシート） 

② 児童労働を考える資料 （P８～13  印刷して配布または、投影して使用可） 

③ 世界地図 （あれば） 

④ 投影・音響機材 （資料や動画を使用する場合） 

    ※資料や動画資料は、必要に応じてご活用ください。 

者 

ĨĨŐ ĽƔƵƊ 

「WE 教育プログラム」導入のところにあるように、ある特定の学習者のみが意見を述べたり、学習者が

意見を発言しにくかったりする環境をつくらないために、アクティビティを始める前に、「セーフスペース」

（自分が安心して意見をいられる空間とは）のワークショップを実施することをおススメします。ワークショ

ップを通じて、意見には違いがあってよいことや、それぞれの意見を尊重する大切さを学習者自身が感

じ、「セーフスペース」を確認することで、どの学習者も安心して発言しやすい環境づくりをめざします。 

 

者 
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ĨĨŐ G45 ?H 

時間 学習内容 使用する資料・準備など 

10 分～ 

 

 

１．導入（つかみの質問をする） 

①児童労働者の暮らしとの違いを見つめるため、質問を投げかける。 

例：「みなさんは、昨日一日どのように過ごしましたか？朝起きてから夜寝

るまで何をしたか思い出してシートに書いてみましょう。」 

（平日の平均的な一日を思い出すよう伝える。） 

②どんな一日だったか、何人かに発表してもらい、出された意見を黒板に

書き出すなど、共有する。 

③児童労働者の 1 日の過ごし方を創造する。 

例：「世界には、学校や部活や習い事やテレビやインターネットのために

時間を使えずに、過酷な環境で働いている子どもたちがいます。働く子

どもたちは、どんな一日を過ごしているのでしょうか。」 

 

①P7  ワークシートを各学

習者に印刷し配布 

 

 

 

 

25 分～ ２．児童労働について知識を深める  

④コーヒー農園ではたらくサントスくんの一日を紹介 

⑤ ②で出された「ある1 日」と、サントスくんの1 日とを比較する。 

⑥生活の違いについて気づいたこと、感じたことを投げかける。 

例：「もし、自分がサントスくんだったら、毎日の生活についてどう思うか

な？」 

⑦児童労働の定義について資料を使いながら説明する。 

※このとき、時間があれば児童労働の映像を用いると良い。（FTCJ 映像

チャンネル「WE Channel 」にあるインド、フィリピン、モンゴルの働く子ど

もの動画リストから流す、など） 

※先進国（高所得国）でも200 万人（世界の児童労働者数の1.2% ）

の子どもが児童労働に従事している現実にも留意できたら触れる。 

 

④資料 P8 サントスくんの

一日を配布、または投影 

 

 

⑦資料 P９～を配布、また

は投影 

・映像（WE Channel ）： 

https://www.youtube.

com/user/FTCJapan/v

ideos  

10 分～ ３．わたしたちにできること  

⑧１２歳で立ち上がったクレイグ物語を紹介する。 

例：「世界には、過酷な環境で働く子どもを助けようと立ちあがった子ども

がいます。子どもでも、児童労働の問題を解決するためにできることがあ

ると、その子どもは言います。立ち上がった子どもは、どんなことをしたの

か、なぜ、立ち上がったのかを見ていきましょう。」 

Ҝ子どもであっても、「変化を起こす力」があることを伝える。 

⑨児童労働から子どもを解放するために、わたしたちにできることを考え

てみよう 

⇒WE Love Fair Festival （賢い消費者になろう）キャンペーン 

https://ftcj.org/we -

movement/weactioncampaigns/welovefairfestival  

⑧資料 P１４を配布、また

は投影 

※「クレイグ物語」の動画： 

https://www.youtube.com

/watch?v=BDcJH7M5nqM  

 

※FTCJ ウェブサイト： 

創設者クレイグについて

https://ftcj.org/about

- us 

 

 

https://ftcj.org/we-movement/weactioncampaigns/welovefairfestival
https://ftcj.org/we-movement/weactioncampaigns/welovefairfestival
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児童労働をなくすことはできます！でも、そのためには、子どもでも、おとな

でも、児童労働のことを知り、できることからなんらかのアクションをとるこ

とが大切です。そのために、どんなことができるかを考えていきましょう。 

⑨ WE Love Fair 

Festival （賢い消費者に

なろう）キャンペーンの資

料参照 

 

 

Ϲ ῾ Ӱṗ  

 

・フリー・ザ・チルドレン・ジャパン ウェブサイト： http://ftcj.org  

・ILO( 国際労働機関）の「児童労働に関するデータ」： 

https://www.ilo.org/tokyo/areas - of - work/child - labour/lang -- ja/index.htm  

https://www.ilo.org/wcmsp5/groups/public/ --- ed_norm/ ---

ipec/documents/publication/wcms _653987.pdf  （２０１８年１０月に発表されたレポート/ 英語） 

・国際連合広報センター(SDGs について）：http://www.unic.or.jp/  

・児童労働ネットワーク：http://cl - net.org/  

・ACE（児童労働問題に取り組むNGO)：http://acejapan.org/childlabour/entrance  

 

Ϊ 

・フリー・ザ・チルドレン・ジャパンのYoutube  Channel  

https://www.youtube.com/user/FTCJapan   

 

ố ї Ӱṗ 

https://ftcj.org/we - movement/texts  

児童労働シミュレーションカードゲーム /   児童労働脱出ゲーム 等 
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ố ᶳ   

ĸŢĹ 1 šĨģĦĮĚĹ 
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収穫が少ないと１日１食しか食べられないことも 

農園で1 日8～10 時間ぐらい働

子どもは正式に雇われているのではなく、親が働く 

農園での手伝いで働いているケースが多い 

Ẫ ϓ 

ṻ ṕ Ѿσ ╗‖ ⁷ ᾥ

Ὣ Κ ῑ

Ỷд Ỗѕ

Ἵϰѻ 34~68 Ὣ

ᴁ ᾒ ̓  
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ố ᶳ ỉ   

児童労働ってなに？ 

 

児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

とは、働
はたら

くことで、心や体が傷
き ず

ついてしまうような子どもにとって害
がい

のある労働
ろ う ど う

をさします。 

特別
と く べ つ

な場合
ば あ い

は別
べつ

として、15 歳
さ い

未満
み ま ん

の子どもが学校に通えないなど義務
ぎ む

教育
きょういく

を受けられずに働いていたり、 

18 歳未満の子どもが法律
ほ う り つ

で禁止
き ん し

されている危険
き け ん

な仕事に関
かか

わったりしていたら、それは児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

です。 

 

つまり児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

は、「子どもの権利
け ん り

をうばう」労働
ろ う ど う

ともいえるでしょう。 

 

児童
じ ど う

労働者
ろ う ど う し ゃ

として働
はたら

く子どもは、さまざまなことをあきらめなければいけま

せん。それは、友達
と も だ ち

と遊
あ そ

ぶことやスポーツ、勉強
べんきょう

、家族
か ぞ く

と安心
あ ん し ん

して過
す

ごすこと、

休むこと、時として、家に帰ることさえも許
ゆる

されません。児童労働をしている子

どもたちは、そうした子どもの成長
せいちょう

にとって大切な時間を過
す

ごすことをあきら

め、危険
き け ん

で体や心に害
がい

のある過酷
か こ く

な労働を強
し

いられているのです。 

 

 

 

 

10 ⁵  

 

 

 

 

˞ Ẫ ⁵ᶅ ╥ ЅḀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ŦƵƋĶƮƵŮṥřšĨŚố ἐĽŗĕĨ! 

Ϲᶡĺľˢ őᶺĲĮĢķěĹĞ Ἐ֖ĽĚĮ 

ķĦĵ ĚĤśĵēŚ! 

じ  どう  ろう どう 

ILO （国際
こ く さ い

労働
ろ う ど う

機関
き か ん

）が2016 年に発表

した統計
と う け い

によると、世界では１億
お く

5,200

万の子どもが、児童労働をしていると言

われています。これは、世界の子どもの

10 人にひとりにあたる割合
わ り あ い

です。 

性別でみてみると、58 ％が男の子（8,800 万人）

42 ％が女の子（6,400 万人）となっています。 

世界の児童労働者数(1 億 5,200 万人)  

女の子 42%(6,400 万人)  

男の子 58%(8,800 万人)  

出典：Global Estimates of Child Labour  : Results and trends, 2012 - 2016  
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どんな仕事をしているの？ 

 

 

児童
じ ど う

労働者
ろ う ど う し ゃ

の 71% が農業
のうぎょう

の分野で働いています。農業は子どもにとって重労働
じゅうろうどう

で、 

 

体に負担
ふ た ん

のある危険な仕事です。炎天下
え ん て ん か

のなか体に害のある農薬や肥料
ひ り ょ う

を使ったり、 

 

鋭
するど

い刃物
は も の

で収穫
しゅうかく

作業
さ ぎ ょ う

をしたり、重たい収穫物を運んだりしなければいけません。 

※残りの１７％がサービス業、１２％が工業
こうぎょう

で働いています。 
※出典：Global Estimates of Child Labour  : Results and trends, 2012 - 2016  

児童労働ってわたしたちとどう関係しているの？ 

 

 

私たちの生活
せいかつ

で食べたり使ったりしているモノはどこからきて、だれが作っているのでしょうか？ もしかしたら、外国の

子どもが学校にも行けずに、かこくな環境
かんきょう

で働
はたら

いて作ったモノが商品
しょうひん

となって日本に来ているかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶳ   

私たちのまわりにあるモノは、もしかしたら児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

によって作られたかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本はおよそ60 ％の食糧
しょくりょう

を海外
か い が い

からの輸入
ゆ に ゅ う

に頼
た よ

っています。だから、 

私たちは知らないうちに子どもが関
か か

わって商品化
し ょ う ひ ん か

された食糧
しょくりょう

を食べているかもしれません。 

 

 

 

ȩȍɍɋɜȲ 

 

ƽǵǔǶ 

טּ  

 

 

ȪɐȜɕºȱ 

ȜºȻº 

 
 

出典：The U.S. Department of Labor ôs Bureau of International La bor Affairs  
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なぜ、児童労働はあるの？ 

 

 

ˢ ᴾˮ ḛ  …しかし、それだけではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ố ḛ −   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…近
ち か

くに通
か よ

える学校
が っ こ う

がない、先生
せんせい

の不足
ふ そ く

、通学
つ う が く

手段
し ゅ だ ん

がない、通
つ う

学費
が く ひ

を払
は ら

えない、 

制服代
せ い ふく だ い

・文房具代
ぶ ん ぼ う ぐ だ い

・昼食代
ちゅうしょくだい

を払えない、不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

なカリキュラム、親
おや

の教育
きょういく

への理解
り か い

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

など 

伝統
で ん と う

や慣習
しゅうかん

 
…社会

し ゃ か い

や雇
や と

い主の「子どもは働
はたら

いて家族
か ぞ く

を支
さ さ

えるべき」という考
かんが

え方
かた

  

…おとな（親など）の認識
に ん し き

がたりないこと 

 
法律
ほ う り つ

の不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

な 

施行（せこう） 

 

…法律
ほ う り つ

があっても十分
じゅうぶん

に取
と

り締
し

まりや監視
か ん し

が行
おこな

われていないなど、機能
き の う

していないこと 

教育
きょういく

を受けられ

ないこと 

国の政情
せいじょう

が不安定
ふ あ ん て い

、子ども

を最優先
さ い ゆ う せ ん

に考えず、国の 

政策
せ い さ く

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

 

差別
さ べ つ

 

紛争
ふ ん そ う

や自然
し ぜ ん

災害
さ いがい

などによる社会
し ゃ か い

の混乱
こ ん ら ん

、親が病気
び ょ う き

やけがなどで

働
はたら

けない （子ども兵士、孤児
こ じ

など） 

農村部
の う そ ん ぶ

から都市
と し

への

移住
い じ ゅ う

によるスラム化 

ǊǗ

ǡ
ǻ

Ʒ ╔
ǀǺƹƷǂ

ȅƹǄǼǿǝƷ 

ǋ ǜ ƹȀƹǜƹ

 

ǥȆ

 
ǆȆ

 

心
こころ

と身体
か ら だ

に害
がい

を受
う

け健康的
け ん こ う て き

に成長
せいちょう

できない。 

子どもの権利
け ん り

を侵害
しんがい

される。 

違法
い ほ う

な活動
かつどう

にかかわりやすい。 

専門
せんもん

知識
ち し き

をえられない。 

健康
け ん こ う

不全
ふ ぜ ん

で勉強
べんきょう

に集 中
しゅうちゅう

できない。 

教育
きょういく

、食料
しょくりょう

、保健
ほ け ん

医療
い り ょ う

、 

飲料水
いんりょうすい

、仕事
し ご と

、住居
じゅうきょ

、エネルギーなど 

最
もっと

も基本的
き ほ ん て き

なもの・サービスを 

手
て

にいれられない。 
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なぜ、児童労働はいけないの？ 

Ẫ ᴪ  

すべての子どもは生
う

まれながらにして、子どもの権利
け ん り

をもち、一人の人間
にんげん

として

尊重
そんちょう

されるべき尊
とうと

い存在
そんざい 

です。子どもの権利
け ん り

は、世界中
せ か い じ ゅ う

のすべての子どもが、

健康
け ん こ う

に、自分らしく育
そ だ

つことを願
ねが

って、1989 年 11 月の国連
こ く れ ん

総会
そ う か い

で「子どもの

権利
け ん り

条約
じょうやく

」として定
さ だ

められたものが基本
き ほ ん

になっている権利
け ん り

です。 

 

子どもの権利
け ん り

条約
じょうやく

には全部
ぜ ん ぶ

で 54 条
じょう

あり、子どもには、 

「教育
きょういく

を受
う

ける権利
け ん り

（第
だい

28 条
じょう

）」や、 

「休
やす

んだり、遊
あ そ

んだりする権利
け ん り

（第
だい

31 条
じょう

）」や、 

「有害
ゆう が い

な労働
ろ う ど う

や搾取
さ く し ゅ

から守
ま も

られる権利
け ん り

（第
だい

32 条
じょう

）」などが保証
ほ し ょ う

されるとうたっています。 

 

子どもが、子ども時代
じ だ い

に教育
きょういく

を受
う

けられず、休
やす

んだり遊
あ そ

んだりできずに、かこくな環境
かんきょう

で毎日
まいにち 

働
はたら

かされたら、どんなお

となに成長
せいちょう

するでしょうか？ ずっと毎日
ま い に ち

休
やす

みなく働
はたら

かされることで、健康
け ん こ う

をそこない、字
じ

の読
よ  

み書
か

きや、計算
け い さ ん

ができな

いおとなになってしまいます。 

 

もしかしたら、その子どもは、音楽
お ん が く

の才能
さいのう 

がある子どもかもしれません。 

もしかしたら、スポーツが得意
と く い

な子どもかもしれません。もしかしたら、 

計算
け い さ ん

が得意
と く い

だったり、絵
え

の才能
さ い の う

があったり、料理
り ょ う り

の才能
さいのう 

があるかもしれません。 

でも、そういった才能
さ い の う

に気
き

づいたり伸
の

ばしたりすることなく、自分の得意
と く い

なことに 

出会
で あ

った時
と き

の喜
よろこ

びも知
し

らないまま、成長
せいちょう

するのです。 

 

児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

は、子どもの権利
け ん り

を奪
う ば

うだけでなく、可能性
か の う せ い

や未来
み ら い 

をも奪
う ば

うものなのです。 

児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

は、人権
じ ん け ん

侵害
し んが い

です。 

だから、世界中
せ か い じ ゅ う

のみんなで協力
きょうりょく

して子どもを児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

から助
た す

け出
だ

さなければいけません。 

 

Ẫ ᴪ  

フリー・ザ・チルドレン・ジャパンの子どもの権利
け ん り

を知ろうのページ 

https://ftcj.org/we - movement/childrights       
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世界の貧
まず

しい国々
くにぐに

では、およそ４分の１の 

子どもが自分
じ ぶ ん

たちの健康
け ん こ う

に害
がい

のある仕事
し ご と

を 

していると言われています。 

児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

に従事
じ ゅ う じ

している子ども１億
お く

5200 万人
まんにん

のおよそ半分
はんぶん

は、わずか５才
さい

～11 才
さい

の子ども

たちです。28 ％にあたる4200 万人
まんにん

が 12 才～14 才で、24 ％の3700 万人
まんにん

が 15 才
さい

～17 才
さい

です。 

2015 年に国連
こ く れ ん

で採択
さ い た く

された「持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

（SDGs）」の目標
もくひょう

８のなかのターゲット７に、 

「2025 年までにあらゆる形態
けいたい

の児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

をなくす」

ことが盛
も

り込
こ

まれました。このターゲットを達成
たっせい

するためにも、

日本は児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

を世界
せ か い

からなくすために、 

開発
かいはつ

途上
と じ ょ う

国
こ く

への支援
し え ん

に加え、国内
こ く な い

でもできることに取組
と り く

ん

でいくことが求
も と

められています。 

経済
けいざい

学者
が く し ゃ

ジェフリー・サックス氏の試算
し さ ん

によれば、20 年
ねん

で世界
せ か い

の極度
き ょ く ど

の貧困
ひんこん

を終
お

わらせるために 

必要
ひ つ よ う

な費用
ひ よ う

は、総額
そ う が く

で年間
ねんかん

1,750 億
お く

ドル(約
や く

20 兆円
ちょうえん

）だということです。この額
が く

は、 

世界
せ か い

で最
もっと

も豊
ゆた

かな国々
くにぐに

の総所得
そ う し ょ と く

を合わせた額
が く

の 1% にも及
およ

びません。つまり、本気
ほ ん き

で世界中
せ か い じ ゅ う

の

国々
くにぐに

や人々
ひとびと

が、貧困
ひんこん

を終
お

わらせようと協力
きょうりょく

すれば、このSDGｓのゴール１の「貧困
ひんこん

をなくそう」という

目標
もくひょう

は達成
たっせい

できるのです。 

 

 

 

児童
じ ど う

労働
ろ う ど う

に従事
じ ゅ う じ

している子どもたち 

１億
お く

5200 万人のうち、 

約半分
やくはんぶん

の 7300 万人
まんにん

が 

危険
き け ん

で有害
ゆうがい

な労働
ろ う ど う

を強
し

いられています。 

それらの子どもたちは健康
け ん こ う

で安心
あんしん

な生活
せいかつ

を

おくることができていません。 
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1995 年、当時
と う じ

12 歳だったカナダ人のクレイグくんは学校に行く前にマンガを読もうと新聞
し んぶ ん

を手にしたところ、 

ある記事に目をうばわれました。 

ǀЃ
ǟǰǍ

ҥϐ
ȔǍǰǍ

֚ᾍ
ǶȚǦǋ

șǍǪǦǏ ҲǞǭǋǦɏȫȷȽɱǵ12 ǵᾜ₴Ʋᾑ
ǞȊǜǫ

ǜȓ

Ȓǁ 

ҊỎĽ %Sķĵő ĦĞ−Љě֠ ĦĚĲĮƓůŻƁƵĽᾶ Ŧűƒƭľ 

ĚŘ˰ Ĝ
ľĹ

ĤśĵÖṇĶħŔĕĮŢᶏῺĺ ŘśĮ!ᶏῺĶľ 10Ỗѕš
Ģ

ė

Ś šӪ
Ħ

ēŘśĵēĮě 10ṇĽỖĺĹŢķĚᶏῺĚŘĻĠįĨĢķěĶĜ

Į!ĬĽᵭľố
ħĸĕŜĕĸĕľŢĮē

šĕĲĮėŚЉ ·ķĦĵⅎφ šōŞĲĵēĮě 

Ḋ
ŋĢĞ

ƓůŻƁƵĺ
őĸ

ĲĮŦűƒƭľ ἐ͵ĚĺἉṻ
ĦŒĤĳ

ĤśĮ!T 

 

クレイグくんは、この新聞
し んぶ ん

記事
き じ

を読んで、同い年のイクバル少年の死や、自

分とのあまりに大きな生活
せいかつ

環境
かんきょう

の違
ちが

いを知って、強いショックを受けました。

世界には、たくさんの子どもが貧しさのため、学校にも行けずに働かされて

いることを知り、何かせずにはいられなくなりました。 

 

そこでクレイグくんは、「同じ子どもの問題
もんだ い

は、自分たち子どもで取り組も

う」と友達に呼びかけ、友人たちと一緒に「フリー・ザ・チルドレン（FTC）」と

いう団体を設立
せつ り つ

し、活動を始めました。 

 

クレイグくんたちは色々な場所へ講演
こ う え ん

に行き、「世界では2億
お く

人以上の子

どもたちがつらい労働を強
し

いられていて、しかもそのうちの半分の子どもはと

ても危険
き け ん

な環境
かんきょう

で働かされている」という事実
じ じ つ

を必死
ひ っ し

に伝えました。 

 

しかし、1 人で電車にすら乗ったことがなかったクレイグくんにとって、働か

されている子どもたちが実際
じ っ さ い

どんな生活をしていて、何を望
の ぞ

んでいるのか、

知らないことに気づきました。そこで、働く子どもたちに会いに行くため、クレ

イグくんは中学１年生になると、７週間の南アジアの旅に出かけたのです。 

 

南アジアではたくさんの働く子どもに出会いました。そして帰国後は自分

の体験を本にして、現地の子どもたちの声をたくさんの人に届
と ど

けました。 

 

12 歳の少年が始めたフリー・ザ・チルドレンの活動は、徐々
じ ょ じ ょ

に世界中に知

られていきました。活動する仲間もどんどん増
ふ

えていき、現在では世界45 ヵ

国で 370 万人以上の子どもたちが活動する大きな団体になりました。 

 

日本では 1999 年から活動が始まり、これまでに延べ2 万人以上の日

本の子どもたちが、さまざまな社会問題の解決
かいけつ

をめざし、活動しています。世

界により良い変化
へ ん か

を起こすため、あなたも一緒
い っ し ょ

に活動してみませんか？ 
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Ϲ ῾  

 

・フリー・ザ・チルドレン・ジャパン ウェブサイト： http://ftcj.org  

・ILO( 国際労働機関）の「児童労働に関するデータ」： 

https://www.ilo.org/tokyo/areas - of - work/child - labour/lang -- ja/index.htm  

・国際連合広報センター(SDGs について）：http://www.unic.or.jp/  

・児童労働ネットワーク：http://cl - net.org/  

・ACE（児童労働問題に取り組むNGO)：http://acejapan.org/childlabour/entrance  

 

Ϊ 

・フリー・ザ・チルドレン・ジャパンのYoutube  Channel  

https://www.youtube.com/user/FTCJapan   

 

ᾙ┬ 

https://ftcj.org/we - movement/books  

 

・僕たちは、自由だ！クレイグ少年の南アジア50 日間の冒険（原題：Free The Children ）(本の泉社)  

・チャレンジ！キッズスピーチ(大月書店)  

・世界を変える！みんなの力 Me to We （柏書房） 

・読む 知る 話す ほんとうにあったお話 5 年生（講談社） 

・きみが世界を変えるなら（世界を改革した子どもたちシリーズ）（ポプラ社） 

・イクバル 命をかけて闘った少年の夢（西村書店）  

・ぼくが５歳の子ども兵士だったとき 内戦のコンゴで（汐文社） 等 

WE Ӱ˟  Ἆγ Ϲ ỉ ὝḊṔ ố  
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のご支援によって作成されました。 
 

 


